
令和５年度 第８回美里地域会議 会議録 
日 時：令和５年１１月９日（木曜日）午後７時から午後７時５５分まで 

場 所：美里交流館 多目的ホール 

出席者：＜地域会議委員＞青木 徹、大坪 道助、岡田 宏之、岡本 渉、笠松 保希、 

小林 忠雄、柴田 勝正、代田 正晴、千葉 善郎、 

豊田 博久、中島 成田 恵美子、細川 章一、 

松村 洋、望月 英光、山本 由和 

（欠席）山田 正見 

＜高 橋 支 所＞前田支所長、出口副支所長、 担当長、川瀬主査 

≪内容≫ 
１ 豊田市民の誓いの唱和 
   
２ 会長あいさつ 
 

３ 答申に向けた検討【協議】 
前回の会議で決定した内容をもとに事務局が作成した答申書（案）について協議し、

次の点を修正した答申書で市長へ答申すると合意した。 
【修正事項】 

第９次総合計画は、２０年、３０年先も見据えて、今後１０年の計画を立てている
と考えられるため、答申書（案）に記載していた「将来に向けて、２０年先、３０年
先の目標も必要である」を削除する。 

 
４ 市への提言に対する回答について【報告】 

令和５年７月２４日付けで市へ提言した「美里地区の地域住民の交流に関する提言書」
について、令和６年度からの事業実施に向けて、事業所管課である高橋支所にて事業計
画を作成することを事務局から説明した。 
【質問】 

「この回答は事業化を保証するものではない」という記載は、どういう意味か。 

【事務局回答】 

来年度から事業を開始できるように事業計画を作成しているが、今回計画している
事業には予算が必要であり、その予算の審議は、令和６年３月の豊田市議会で行われ
る。現時点では確定しておらず、市民の代表である豊田市議会の意思決定を軽視する
ことがないよう、予算案が可決されるまでは「この回答は事業化を保証するものでは
ない」と記載している。 

 
５ 事務連絡 

（１）次回の地域会議について 

 次回：令和５年１２月１４日（木曜日）午後 7 時～ 

場所：美里交流館 多目的ホール 

内容：第９次豊田市総合計画に関する諮問に対する豊田市長への答申 

（２）美里ふれあいフェスタについて 

   美里ふれあいフェスタ（令和５年１０月２１日開催）の「美里地域会議ブース」で
実施したアンケート結果を事務局が集計し、委員へ情報提供した。 

（３）高橋支所だよりについて 

   令和６年１月に発行予定である高橋支所だよりの原稿（案）を事務局が情報提供し
た。美里地域会議に関する掲載内容について意見があれば、後日事務局へ伝えるよう
に依頼した。 


